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● WG04 テーマ

荷主と物流事業者が信頼関係を築き、手に手を取って問題を解決できる環境を作り上げたい

荷主とのパートナーシップによる
2024年問題の解決と、働く環境の改善

【正確なエビデンスの取得】

正確な荷待ち荷役時間の算出で適正な運賃収受を実現していく

【相互の理解促進・生産性向上】

荷主の様々の実績データをもとに、生成AIを活用して、
「待機を改善できる方法」を提案する

【作業のデジタル化】

デジタル化／システム活用による業務合理化

1

2

3

～取組み～

テーマ
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正確な荷待ち荷役時間の算出で適正な運賃収受を実現していく

トラックの停止場所と停止時間から予約時間等を考慮して待機場所別に待機時間を自動で算出

1

正確なエビデンスを取得

2024年の取組みを継続していきます
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荷主の様々な実績データをもとに、
生成AIを活用して「待機を改善できる方法」を提案する

荷主企業に説明・改善の基礎とできるデータや交渉／提案時の合理的文章の作成。

２

物流

事業者
荷主

■ キャパシティ情報
（作業スペース／作業員数／バース数など）
■ トラック予約システムのデータ
■ 荷主施設システムのデータ
■ 取扱い量／出荷量などのデータ

取得／活用データ※一例

システム
ベンダー

荷主

■  待機時間を改善するための手法／方法

■ なぜ待機が発生するか？

実績データ

生成AI活用

アウトプット

物流企業からの提案

結果

■ PDCA分析／解析

実行

生成
AI
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デジタル化／システム活用による業務合理化

適正運賃の収受のためには請求の透明化が必須。契約（運送契約の書面化）や受発注業務をデジタル化

３

積み先

待機時間料 積込料

実測 実測

相互交付 運送条件 運送条件 運送条件

発荷主 元請 １次下請 ２次下請 ドライバー

請求（実績） 請求（実績） 請求（実績） 実績報告

発荷主 元請 １次下請 ２次下請 ドライバー

着荷主へ請求

卸し先

待機時間料 取卸料

実測 実測

着荷主 （発荷主⇔着荷主）積み先・卸し先の運送条件や時間単価を 運送契約 に盛り込む

企業間・拠点間データ連携ソリューションの活用 募集中

契約
受発注

実績

請求
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取組みのまとめ

各取組みの検証／実証 ➔ 有益な情報は荷主にも物流事業者にとっても有益 ➔ パートナーシップ構築

1

取組み

❶
荷待ち時間 正確なエビデンス

様々な機能

デジタコ

取組み

❷

荷主が待機時間を

改善する手法

取組み

❸

WG会員データ

＆

AI

物流業務

・キャパシティ情報
・トラック予約システム
・荷主施設システム
など

WG会員の

システム

デジタル化推進し

効率化

何を どうやって アウトプット

荷主

①適正な運賃収受

②荷主の現場改善

GOAL

サポート/実証

連携/検討

有益な提案

2 ３

パートナーシップ構築

交渉

フィードバック
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          待機時間を削減したい企業様

参加企業募集！

荷主

   データをご提供いただける企業様

   システムをご提供していただける企業様

物流

事業者

荷主
物流

事業者

システム
ベンダー

みなさまのご参加お待ちしております

システム
ベンダー
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一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会

https://tdbc.or.jp/

unyu.co＠wingarc.com

03-5962-7370

X(旧Twitter)公式 @TDBCJP

持続可能な運輸業界を目指し次なるステージへ

一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会

https://tdbc.or.jp/

unyu.co＠wingarc.com

03-5962-7370

X(旧Twitter)公式 @TDBCJP
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